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平
成
23
年
度
の
国
家
予
算

が
92
兆
円
超
と
い
う
数
字
で

成
立
し
ま
し
た
が
税
収
は
41

兆
、
国
債
が
44
兆
と
依
然
と

し
た
借
金
財
政
。
さ
ら
に
東

日
本
大
震
災
の
被
害
額
は
、

政
府
試
算
に
よ
る
と
最
大
25

兆
円
と
も
言
わ
れ
、
今
後
復

興
に
向
け
て
膨
大
な
費
用
を

要
す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

本
町
の
財
政
状
況
は
、
県

下
45
市
町
村
の
う
ち
、
財
政

力
指
数
は
上
位
か
ら
第
３
位
、

経
営
収
支
比
率
は
第
１
位
、

実
質
公
債
費
比
率
も
第
１
位

と
い
う
健
全
財
政
を
維
持
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
豊
か
さ
を
実
感
で

き
る
に
は
尚
一
層
の
社
会
基

盤
の
整
備
と
地
域
福
祉
の
充

実
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
平
成

23
年
度
当
初
予
算
は
前
年
度

比
116.5
％
を
計
上
し
ま
し
た
が
、

一
層
効
率
化
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

平
成
23
年
度
の

町
の
予
算
で
す

平成23年度一般会計予算��億�,���万�千円
(対前年度当初予算比 116.5％)

歳

入

歳
入
面
を
み
ま
す
と
、
町
税
や

繰
入
金
等
の
自
主
財
源
の
比
率
が

50
％
。
地
方
交
付
税
等
の
依
存
財

源
が
50
％
と
な
り
ま
し
た
。

内
訳
と
し
て
、
自
主
財
源
の
軸

と
な
る
町
税
は
不
況
に
よ
る
減
収

が
予
想
さ
れ
た
前
年
度
に
対
し
、

前
年
度
比
0.9
％
増
が
見
込
み
と
し

て
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

依
存
財
源
で
は
普
通
交
付
税
に

子
育
て
施
策
等
に
対
す
る
充
実
が

図
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
12.5
％
増
を

計
上
し
ま
し
た
。

年
々
、
自
主
財
源
の
割
合
が
減

少
し
て
い
る
状
況
下
、
ま
す
ま
す

自
主
努
力
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
今

後
も
新
た
な
法
整
備
に
伴
う
改
革

に
、
機
動
的
に
適
切
且
つ
迅
速
に

対
応
で
き
る
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
が

要
求
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

自主財源(50.0％)依存財源(50.0％)

町

税

地方交付税

歳 入

'11 �
歳

入

町 税 13億7,945万８千円
繰 入 金 １億5,772万８千円
分 担 金 負 担 金 9,518万８千円
使 用 料 及 び 手 数 料 1,744万８千円
財 産 収 入 313万７千円
繰 越 金 5,000万０千円
諸 収 入 １億4,706万１千円
寄 附 金 １千円
地 方 交 付 税 ４億5,000万０千円
国 県 支 出 金 ７億7,083万２千円
地 方 譲 与 税 4,000万０千円
利 子 割 交 付 金 200万０千円
配 当 割 交 付 金 50万０千円
株式譲渡所得割交付金 20万０千円
地 方 消 費 税 交 付 金 9,000万０千円
自 動 車 取 得 税 交 付 金 900万０千円
地 方 特 例 交 付 金 1,100万０千円
交通安全特別対策交付金 250万０千円
町 債 ４億7,220万０千円
平成23年度歳入予算額 36億9,825万３千円

繰入金

分担金負担金

使用料及び
手数料

財産収入

繰
越
金

寄附金

諸収入

交通安全特別対策交付金

利子割交付金
地方譲与税

地方特例交付金自動車取得税交付金
地方消費税交付金
株式譲渡所得割交付金
配当割交付金

町 債

国県支出金
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予
算
の
主
な
使
わ
れ
方

歳
出
の
顕
著
な
点
と
し
て
、
投

資
的
経
費
が
昨
年
と
対
比
し
て
15.6

％
か
ら
23.5
％
と
大
き
く
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
運
動
公
園
建
設
整
備

等
に
要
す
る
予
算
を
確
保
し
た
た

め
の
数
字
で
す
。
義
務
的
経
費
が

前
年
比
3.7
％
減
、
経
常
内
経
費
が

2.9
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
限
ら
れ
た
予
算
を
、

効
率
よ
く
運
用
す
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

歳

出

歳出性質別内訳

地方交付税
450,000千円 (12.1％)

平成23年度 嘉島町特別会計予算
国民健康保険特別会計予算 ９億9,184万７千円
住宅新築資金等貸付特別会計予算 111万４千円
介護保険特別会計予算 ６億8,601万２千円
公共下水道事業特別会計予算 ８億9,897万５千円
後期高齢者医療特別会計予算 １億0,186万１千円

予備費

歳 出

商工費

歳 出

議会費 7,837万８千円
総務費 ５億1,576万７千円
民生費 ９億1,993万２千円
衛生費 ３億2,240万５千円
農林水産業費 １億0,443万４千円
商工費 363万１千円
土木費 ８億8,893万０千円
消防費 １億3,841万４千円
教育費 ４億1,637万４千円
災害復旧費 ３千円
公債費 ２億6,010万０千円
予備費 4,988万５千円

36億9,825万３千円

扶 助 費
乳幼児・児童医療費扶助 3,398万円
子ども手当扶助 ２億0,046万円
保育所児童措置費扶助 ２億3,976万円
補 助 費 等
延長保育促進事業補助金 1,200万円
上益城消防組合負担金 １億0,469万円
御船地区衛生施設組合負担金 3,713万円
農地・水・環境保全向上対策支援負担金 2,241万円
町社会福祉協議会補助金 2,074万円
益城嘉島西原環境衛生施設組合負担金 5,855万円
維持補修費
町道維持補修費 3,538万円
補助事業費
運動公園整備事業 ５億0,200万円
道路改良事業 2,600万円
スポーツ交流広場整備事業 5,600万円
単 独 事 業
環境衛生整備事業補助費 560万円
滝河原土地区画整理事業 4,236万円
道路改良事業 1,185万円
埋蔵文化財調査 5,819万円
繰 出 金
公共下水道事業特別会計繰出金 １億1,237万円
後期高齢者医療広域連合負担金 １億1,825万円
介護保険特別会計繰出金 8,855万円

歳入財源内訳

総務費

衛生費

農林水産業費

土木費

消防費 教育費

議会費災害復旧費

公債費

予算額
3,698,253
千円

経常的経費
836,287千円
(22.6％)

物件費
424,575千円
(11.5％)

維持補修費
35,685千円
(0.9％)

補助費等
376,027千円
(10.2％)

投資的経費
868,025千円
(23.5％)

普通建設事業費
868,022千円 (23.5％)
災害復旧費

3千円 (－)

義務的経費
1,537,179千円
(41.6％)

人件費
705,691千円 (19.1％)
扶助費
571,388千円 (15.5％)
公債費
260,100千円 (7.0％)

積立金
1,352千円 (－)
投資及び出資金

０千円 (－)
繰出金
405,525千円
(11.0％)

予備費
49,885千円
(1.3％)

予算額
3,698,253
千円

依存財源
(50.0％)

自主財源
(50.0％)

分担金及び負担金
95,188千円 (2.6％)

使用料及び手数料
17,448千円 (0.5％)

財産収入
3,137千円 (0.1％)

繰越金
50,000千円 (1.4％)

諸収入
147,061千円 (4.0％)
寄附金１千円 (－)

国県支出金
770,832千円 (20.7％)

地方譲与税
40,000千円 (1.1％)
利子割交付金
2,000千円 (0.1％)

配当割交付金
500千円 (－)

株式等譲渡所得割交付金
200千円 (－)

地方消費税交付金
90,000千円 (2.4％)
自動車取得税交付金
9,000千円 (0.2％)

地方特例交付金
11,000千円 (0.3％)
交通安全対策特別交付金
2,500千円 (0.1％)

町債
472,200千円
(12.8％)

町税
1,379,458千円
(37.3％)

繰入金
157,728千円
(4.3％)

民生費
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｢

東
日
本
大
震
災
で
私
た
ち
と

同
級
生
の
多
く
の
被
害
者
が
い
た

こ
と
で
し
ょ
う
。私
た
ち
は
今
こ
こ

に
入
学
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
喜
び
と
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す｣

新
入
生
代
表
、
中
山
幸
乃
さ
ん
の

は
っ
き
り
し
た
言
葉
が
響
き
ま
す
。

嘉
島
中
学
校
の
平
成
23
年
度
第

61
回
入
学
式
で
す
。
男
子
45
名
、

女
子
37
名
計
82
名
の
新
１
年
生
が

林林田田佳佳純純生生徒徒会会長長 新新入入生生代代表表中中山山幸幸乃乃ささんん

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
演
奏
に
の
っ
て

入
場
し
た
あ
と
西
村
校
長
は

｢

人

と
し
て
の
資
質
を
養
う
大
切
な
期

間
だ
、
信
頼
を
軸
と
し
た
友
人
を

た
く
さ
ん
作
ろ
う
。
そ
し
て
生
き

る
力
を
育
も
う｣

と
３
年
間
の
重

要
性
を
強
調
、
在
校
生
代
表
の
林

田
佳
純
生
徒
会
長
も

｢

い
っ
し
ょ

に
感
動
の
涙
を
流
し
ま
し
ょ
う｣

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
荒
木
町
長
、

津
出
町
議
会
議
長
ら
も
新
中
学
生

誕
生
を
祝
福
す
る
言
葉
を
贈
り
、

小
学
校
を
卒
業
し
た
あ
と
、
僅
か

の
間
に
す
っ
か
り
身
心
と
も
に
制

服
に
馴
染
み
、
嘉
島
中
学
生
に
な
っ

た
新
１
年
生
82
名
の
門
出
を
祝
い

ま
し
た
。

さ
あ
、
中
学
生
活
の
始
ま
り
だ
！

｢

か
し
こ
く
・
た
だ
し
く
・
た

く
ま
し
く｣

を
学
校
の
目
標
と
し

て
い
る
嘉
島
東
小
学
校
に
入
学
し

て
き
た
の
は
男
子
・
女
子
各
10
名

ず
つ
、
20
名
の
１
年
生
。
担
任
の

山
下
直
子
先
生
に
引
率
さ
れ
て
拍

手
の
中
を
入
場
で
す
。
中
野
校
長

の

｢

命
を
大
切
に
！
元
気
な
挨
拶

を
し
ま
し
ょ
う｣

に
大
き
な
声
で

｢

ハ
イ
！
。｣

町
長
さ
ん
を
始
め
来

賓
の
お
祝
い
の
言
葉
の
あ
と
６
年

生
の
上
田
健
揮
君
が

｢

待
っ
て
い

ま
し
た
。｣

と
歓
迎
し
て
、
在
校

生
み
ん
な
で
校
歌
を
歌
っ
て
入
学

を
祝
い
ま
し
た
。

新
緑
の
匂
い
い
っ
ぱ
い
の
講
堂

に
62
名

(

男
子
32
・
女
子
30)

の

新
１
年
生
が
拍
手
に
迎
え
ら
れ
て

の
登
場
で
す
。

期
待
に
胸
ふ
く
ら
ま
せ
て
終
始

笑
顔
の
子
、
不
安
そ
う
な
表
情
の

子
と
様
々
。
河
部
校
長
の

｢

元
気

な
挨
拶
、
自
分
で
出
来
る
こ
と
は

自
分
で｣

と
い
う
約
束
に
大
き
く

う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。
児
童
代

表
の
鳥
栖
良
介
く
ん
が

｢

明
日
か

ら
の
新
入
生
と
の
生
活
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す｣

と
歓
迎
の
こ
と

ば
を
述
べ
る
と
、
新
入
生
を
代
表

し
て
内
浦
く
る
み
さ
ん
が

｢

今
日

か
ら
ピ
カ
ピ
カ
の
１
年
生
で
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。｣

と
元
気

に
ご
挨
拶
し
ま
し
た
。

““待待っってていいままししたた””
上上田田健健揮揮君君

““明明日日かからら楽楽ししみみでですす””
鳥鳥栖栖良良介介君君

〝
入
学
式
を
迎
え
る
こ
と
が

出
来
た
幸
せ
を

感
じ
て
い
ま
す〟

嘉
島
中
学
校

第
61
回
入
学
式

ピカピカです！
よろしく!!
嘉島西小学校

��������������������������������������������
元気ならば
まけないよ！
嘉島東小学校

��������������������������������������������������������
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頻
発
す
る
交
通
事
故
を
一
つ
で

も
減
ら
そ
う
と
多
忙
な
日
常
業
務

の
他
に
汗
を
流
し
て
い
る
の
が
、

嘉
島
町
交
通
指
導
員
の
皆
さ
ん
で

す
。
４
月
１
日
か
ら
向
う
２
年
間

町
の
指
導
員
と
し
て
、
交
通
上
の

安
全
・
安
心
を
推
進
さ
れ
る
嘉
島

町
交
通
指
導
員
の
任
命
式
が
４
月

６
日
、
役
場
会
議
室
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
町
長
か
ら
励
ま
し
の
言
葉

を
受
け
、
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

次
の
方
々
で
す
。(

敬
称
略)

嘉
島
町
交
通
指
導
員

隊
長

坂
井

信
房

(

井
寺)

下
田

勉

(

上
島)

�
原

信
夫

(

滝
河
原)

森
嶋

秀
則

(

北
甘
木)

林

孝
司

(

犬
渕)

林
田

賢
秀

(

鯰)
藤
島

昭
司

(

上
六
嘉)

村
上

卓
也

(

西
村)

川
野

伸
一

(

下
仲
間)

工
藤

公
裕
(
下
六
嘉)

嘉
島
町
議
会
議
員
と
し
て
４
期

16
年
活
躍
さ
れ
た
上
島
の

故

井
手
久
男
さ
ん

に
３
月
８
日
の
閣
議
で
叙
勲
が
決

定
し
、
４
月
８
日
、
荒
木
町
長
が

｢

旭
日
單
光
章｣

を
末
香
夫
人
に

伝
達
し
ま
し
た
。

井
手
久
男
さ
ん
は
昭
和
４
年
６

月
生
れ
で
熊
本
県
菊
池
青
年
道
場

を
卒
業
さ
れ
て
以
来
、
農
業
経
営

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成
３

年
地
域
の
要
望
に
応
え
て
嘉
島
町

議
会
議
員
に
当
選
さ
れ
、
４
期
16

年
に
わ
た
っ
て
経
済
厚
生
常
任
委

員
長
、
総
務
常
任
委
員
会
副
委
員

長
等
を
歴
任
、
町
政
の
発
展
と
町

の
産
業
振
興
に
大
き
な
貢
献
を
さ

れ
、
去
る
２
月
９
日
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
81
歳
で
し
た
。

荒
木
町
長
も

｢

心
の
温
か
い
人

で
し
た｣

と
末
香
夫
人
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
第
１
回
の
嘉
島
町

進
出
企
業
連
絡
協
議
会

(

大
堂
友

一
郎
会
長
＝
協
同
組
合
嘉
島
リ
バ

ゾ
ン
相
談
役)

役
員
会
が
、
顧
問

の
荒
木
町
長
も
出
席
し
て
、
４
月

５
日
、
役
場
町
長
応
接
室
で
開
か

れ
ま
し
た
。
22
年
度
の
事
業
報
告
、

収
支
決
算
報
告
の
あ
と
、
平
成
23

年
度
の
事
業
計
画
、
収
支
予
算
等

平
成
23
年
度
総
会
に
提
出
す
る
議

案
の
審
議
、
春
の
美
化
運
動
の
実

施
、
交
通
安
全
運
動
の
推
進
を
中

心
に
、
企
業
ぐ
る
み
で
町
民
と
連

携
し
て
活
動
す
る
こ
と
な
ど
を
話

し
あ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
積
水
化

成
品
九
州
の
入
会
申
し
込
み
が
全

会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

����������������������������������������������������������������������������������������������������������
故井手久男さん
(元･嘉島町議会議員)

に
叙勲伝達�������“企業ぐるみで

町と連携して
活動を”

嘉島町進出企業
連絡協議会役員会

����������������������������
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教頭
古
こ
閑
が
恒
こう
生
せい
先生

(袴野中)

①
中
学
校
が
ス
ポ
ー
ツ
で
名
を
残

し
、
学
習
で
も
名
を
挙
げ
れ
る

よ
う
先
生
方
の
サ
ポ
ー
ト
に
努

力
し
ま
す
。

②
悲
し
み
を
大
切
に
で
き
る
人
に
。

③
武
道
。
ス
キ
ー
。
海
釣
り
。

嘉
島
中
学
校

荒荒木木町町長長がが嘉嘉島島町町のの教教育育環環境境ををとと激激励励 高高野野教教育育委委員員長長かからら辞辞令令がが手手渡渡さされれままししたた

教諭�
たか
松
まつ
ひづる先生

(甲佐中)

①
嘉
島
町
井
寺
に
住
ん
で
い
ま
す
。

縁
が
あ
っ
て
、
息
子
た
ち
が
学

ん
だ
嘉
島
中
に
お
世
話
に
な
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
息
子
、
娘
た
ち
が
で
き
た

よ
う
で
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

全
力
投
球
で
頑
張
り
ま
す
。

②
小
さ
な
努
力
の
積
み
重
ね
が
大

き
な
力
に
。

③
休
み
の
日
に
は
、
自
然
を
楽
し

高
野
教
育
委
員
長
＝
全
人
格
的
な
背
中
を
見
せ
て
指
導
し
て
欲
し
い
、
全
力
投
球
を
！

荒
木
町
長
＝
安
全
・
安
心
の
町
づ
く
り
と
健
全
育
成
が
柱
。
耐
震
工
事
は
昨
年
実
施
し
た
。

｢
嘉
島
の
子
供
た
ち
と
楽
し
く
学
び
、
楽
し
く
遊
び
ま
す
。｣

わ
が
町
に
赴
任
さ
れ
た
先
生
方
に
伺
い
ま
し
た
①
抱
負
②
生
活
信
条
③
特
技
な
ど
で
す
。

４
月
１
日
、
辞
令
交
付
及
び
受
入
れ
式

於
役
場
会
議
室

み
な
が
ら
浮
島
の
近
く
を
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。
楽
し
い

で
す
よ
。

教諭
真
ま
嶋
しま

剛
つよし
先生

(矢部中)

①
一
日
一
日
、
一
瞬
一
瞬
を
大
切

に
し
、
今
で
き
る
こ
と
を
精
一

杯
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

②

｢

何
事
に
も
感
謝
の
気
持
ち
を

大
切
に
す
る｣

③
趣
味

ス
ポ
ー
ツ
全
般
、
ス
キ
ー
、

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、
温
泉
。

教諭
井
い
紀
き
美
み
佳
か
先生

(六栄小)

①
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
そ
し
て
、
地

域
の
こ
と
を
ま
ず
知
り
、
子
ど

も
た
ち
と
共
に
自
分
自
身
も
成

長
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

②
す
る
と
き
は
す
る
。

③
読
書
と
車
の
運
転
。
ド
ラ
イ
ブ

と
い
う
よ
り
も
、
た
だ
車
を
運

転
す
る
こ
と
が
好
き
で
す
。

栄養教諭
中
なか
島
しま

経
けい
子
こ
先生

(松橋中)

①
安
全
で
お
い
し
い
給
食
づ
く
り

を
め
ざ
し
、
子
ど
も
た
ち
の
食

育
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

②
心
豊
か
で
幅
の
あ
る
人
に
。

③
早
寝
、
早
起
き
、
必
ず
朝
ご
は

ん
、
週
一
回
程
度
、
心
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
!!

講師
長
なが
澤
さわ

綾
あや
子
こ
先生

①
生
徒
の
パ
ワ
ー
に
負
け
な
い
よ

う
に
、
元
気
一
杯
で
毎
日
を
過

ご
す
。

②
早
寝
・
早
起
き
。
規
則
正
し
い

生
活
を
送
る
。

③
特
技

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

趣
味

読
書

教諭
江
え
原
はら

誠
まこと
先生

(清和小)

①
10
年
ぶ
り
に
嘉
島
町
に
勤
務
す

る
こ
と
に
な
り
、
大
変
懐
か
し

い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

①
一
人
一
人
の
子
ど
も
た
ち
が
自

分
の
個
性
を
し
っ
か
り
伸
ば
し

て
い
け
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

②
た
っ
ぷ
り
睡
眠
、
し
っ
か
り
栄

養
、
目
指
せ
一
日
一
万
歩
!!

③
子
ど
も
の
頃
か
ら
卓
球
を
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
上
手
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
楽
器
を
触

る
の
が
好
き
で
す
。

教諭
板
いた
井
い
宏
ひろ
基
き
先生

(菊陽小)

①
何
事
に
も
一
生
懸
命
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
、
子
ど
も
達
と
共
に

日
々
前
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

②

｢

常
に
向
上
！｣

③
ス
ポ
ー
ツ

(

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

水
泳
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
等)

・
音
楽
鑑
賞

嘉
島
東
小
学
校

校
長中

野

浩
幸
先
生

(

菊
池
教
育
事
務
所)

別
掲
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嘉
島
西
小
学
校

教諭
上
うえ
村
むら

聡
さとし
先生

(津森小)

①
嘉
島
に
勤
務
す
る
の
は
初
め
て

な
の
で
学
校
の
こ
と
、
地
域
の

こ
と
町
の
こ
と
、
早
く
覚
え
て

が
ん
ば
り
ま
す
。

②
反
省
は
し
て
も
後
悔
し
な
い
生

き
方
を
！

③
酒
を
飲
み
な
が
ら
本
を
読
み
、

読
み
疲
れ
た
ら
温
泉
に
入
り
、

あ
が
っ
た
ら
ま
た
…
趣
味
と
い

う
よ
り
こ
ん
な
生
活
を
一
週
間

く
ら
い
や
っ
て
み
た
い
と
夢
み

て
日
々
を
バ
タ
バ
タ
と
過
ご
し

て
い
ま
す
。

養護教師
赤
あか
峰
みね

光
みつ
希
き
先生

(広安小)

①
久
し
ぶ
り
の
転
勤
で
ド
キ
ド
キ

し
て
い
ま
す
が
、
初
め
て
の
土

地
で
の
新
し
い
出
会
い
に
今
は

ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

②
何
事
も
一
生
懸
命
が
ん
ば
る
こ

と
。
笑
顔
を
忘
れ
ず
、
前
向
き

に
取
り
組
む
。
そ
の
た
め
に
は
、

疲
れ
た
ら
ゆ
っ
く
り
寝
ま
す
。

③
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
す
。

テ
ニ
ス
・
マ
ラ
ソ
ン
・
登
山
等
。

最
近
は
、
出
産
・
育
児
で
遠
ざ

か
っ
て
い
ま
す
。

教諭
甲
か
斐
い
喜
き
三
み
男
お
先生

(龍野小)

①
嘉
島
町
は
初
め
て
で
す
。
水
も

豊
か
で
明
る
く
活
気
の
あ
る
所

で
仕
事
が
で
き
る
こ
と
を
う
れ

教諭
小
お
山
やま
陽
よう
子
こ
先生

(益城中央小)

①
ス
イ
カ
や
空
港
の
益
城
町
か
ら

参
り
ま
し
た
。
初
め
て
嘉
島
町

に
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
地
域

の
こ
と
や
子
ど
も
た
ち
の
こ
と

を
早
く
知
っ
て
、
一
生
懸
命
が

ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ

し
く
思
い
ま
す
。
家
も
近
く
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

②
世
の
た
め
、
人
の
た
め

③
合
唱

(

バ
リ
ト
ン)

・
ア
ウ
ト

ド
ア(

山
登
り
・
山
菜
採
り
等)

教諭
松
まつ
本
もと

淳
じゅん
子
こ
先生

(人吉東小)

①
人
吉
市
か
ら
嘉
島
町
に
赴
任
し

ま
し
た
。
早
く
町
の
こ
と
を
覚

え
て
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

②

｢

あ
せ
ら
な
い
。
落
ち
込
ま
な

い
。
お
こ
た
ら
な
い
。｣

｢

周
り
の
人
に
感
謝
の
気
も
ち
を

も
つ
。｣

③
休
日
に
ラ
ン
チ
を
す
る
。
食
べ

歩
き
を
し
て
、
お
い
し
い
店
を

見
つ
け
る
。

教諭
松
まつ
井
い
晴
はる
美
み
先生

(八幡小)

①
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯

や
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と
共
に

成
長
し
て
い
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

②
人
を
大
切
に
！
そ
し
て
、
自
分

も
大
切
に
！

③
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
で

す
。
剣
道
・
テ
ニ
ス
・
マ
ラ
ソ

ン
・
ヨ
ガ
な
ど
何
で
も
し
ま
す
。

運
動
の
後
の
温
泉
は
最
高
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

②
継
続
は
力
な
り

③
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
す
。

おおめめででととううとと町町長長ささんんかからら

おお兄兄ちちゃゃんん､､ おお姉姉ちちゃゃんんががおお祝祝いいのの歌歌をを

ベ
ー
ジ
ュ
の
制
服
に
身
を
包
ん

だ

｢

す
み
れ
組｣

さ
ん
26
人

(

男

子
14
女
子
12)

が
着
席
し
ま
し
た
。

な
か
な
か
落
着
き
ま
せ
ん
。
き
ち

ん
と
椅
子
に
掛
け
た
園
児
も
。

園
長
先
生
の

｢

き
ょ
う
か
ら
仲

良
し
お
友
だ
ち
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。｣

に
大

き
く
う
な
づ
き
ま
す
。
名
前
を
呼

ば
れ
て

｢

ハ
イ
ッ｣

と
元
気
な
お

返
事
も
で
き
ま
し
た
。
先
輩
の
さ

く
ら
組
さ
ん
の
国
歌
合
唱
に
振
り

返
っ
て
聞
き
い
る
園
児
た
ち
。

町
長
さ
ん
か
ら
入
園
の
お
祝
い

を
い
た
だ
い
て

｢

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す｣

と
ご
返
事
も
で
き
ま

し
た
。
な
お
年
長
組
の
さ
く
ら
組

さ
ん
に
も
男
子
・
女
子
各
２
名
の

新
入
園
児
も
あ
り
ま
し
た
。

��������������������������
校
長河か

わ

部べ

俊
し
ゅ
ん

一い
ち

先
生

(

菅
尾
小)

別
掲
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よよよよよよよよよよよよよよよ
ろろろろろろろろろろろろろろろ
ししししししししししししししし
くくくくくくくくくくくくくくく

○
楽
し
い
学
校
と
は
ど
ん
な
学
校

で
し
ょ
う
か

中
野

生
徒
た
ち
が

｢

楽
し
か
っ

た
ね
、
ま
た
明
日｣

と
言
っ
て
さ

よ
な
ら
で
き
る
学
校
で
す
ね
。
土

曜
も
日
曜
も
学
校
に
行
っ
て
、
先

生
や
友
だ
ち
と
過
し
た
い
と
思
え

る
教
育
環
境
を
組
織
的
に
作
り
出

す
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

○

生
徒
た
ち
の
目
か
ら
中
野
先

生
は
ど
う
み
ら
れ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
ね

中
野

乙
女
小
学
校
時
代
に
野
球

部
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
子
た
ち
が
大
き
く
な
っ
て
集
る

と

｢

先
生
は
バ
ッ
ト
ば
持
っ
て
追

い
か
け
よ
っ
た
も
ん
ね
。｣

私
は

あ
ま
り
記
憶
に
な
い
の
で
す
が
直

球
型
人
間
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。
し

か
し
、
そ
の
子
た
ち
が
、
集
り
に

は
必
ず
声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。

大
き
な
教
師
冥
利
の
一
つ
で
す
ね
。

○

経
歴
を
拝
見
し
ま
す
と
教
育

現
場
と
教
育
行
政
機
関
と
の
行
っ

た
り
き
た
り
が
み
ら
れ
ま
す
が
。

中
野

県
の
学
校
人
事
課
や
菊
地

教
育
事
務
所
に
籍
を
置
き
ま
し
た

が
、
教
育
現
場
を
行
政
面
か
ら
見

る
機
会
を
持
っ
た
こ
と
は
大
き
な

プ
ラ
ス
で
し
た
。

教
育
現
場
と
し
て
も
、
い
ま
、

こ
の
学
校
で
一
番
必
要
な
こ
と
は

何
か
を
客
観
的
に
見
つ
め
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

社
会
現
象
と
し
て
時
た
ま
現
れ
る

教
師
の
不
祥
事
は
謙
虚
さ
に
欠
け

た
驕
り
の
一
つ
の
形
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

○

子
ど
も
の
教
育
で
一
番
必
要

な
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か

中
野

実
は
私
に
は
３
人
の
子
ど

も
が
い
ま
す
が
、
忙
し
く
て
子
ど

も
に
か
ま
っ
て
や
れ
な
か
っ
た
こ

と
が
最
大
の
理
由
で
、
そ
の
う
ち

一
人
の
子
が
一
時
、
不
登
校
に
な
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
こ

と
が
私
の
教
育
方
針
の
大
き
な
警

鐘
に
な
り
ま
し
た
。
家
庭
は
大
き

な
教
育
環
境
の
場
で
あ
る
こ
と
を

再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
ね
。

○

好
き
な
言
葉
は
何
で
す
か

中
野

小
学
校
の
時
の
先
生
が
口

ぐ
せ
の
よ
う
に
言
っ
て
お
ら
れ
た

｢

楽
あ
れ
ば
苦
あ
り
、
苦
あ
れ
ば

楽
あ
り｣

で
す
ね
。
こ
れ
ま
で
こ

の
格
言
通
り
の
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
校
長
と
し
て
子
供
と
い
っ

し
ょ
に
活
動
し
て
明
日
を
楽
し
め

る
学
校
で
あ
り
た
い
で
す
ね
。

昭
和
35
年
12
月
９
日
生
れ
、
今

が
旬
し
ゅ
ん
の
50
歳
。
熊
本
市
清
水
町
の

産
、
御
母
堂
と
二
人
の
お
嬢
さ
ん
、

小
学
校
５
年
生
の
息
子
、
将
に
働

き
盛
り
、
使
い
べ
り
の
し
な
い
健

康
そ
う
な
体
躯
。｢

水
が
湧
く
環

境
を
愛
す
る
子
供
た
ち
を
育
て
た

い｣

と
眼
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

○

教
師
冥
利
に
尽
き
る
と
思
う

の
は

河
部

教
え
児
か
ら
結
婚
式
に
呼

ば
れ
て
一
人
前
に
な
っ
た
姿
を
見

た
時
で
す
ね
。
男
女
を
問
わ
ず
一

番
成
長
す
る
時
を
お
預
り
し
て
い

た
わ
け
で
感
無
量
で
す
ね
。
然
し

そ
ん
な
席
で
の
挨
拶
は
苦
手
で
、

目
立
た
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
教
頭
時
代
が
長
く
直
接
の

教
え
子
が
少
な
い
の
が
残
念
で
す
。

○
最
初
か
ら
教
師
に
な
ろ
う
と
…

河
部

私
は
木
倉
の
出
身
で
す
が

父
は
雑
貨
商
を
営
み
、
母
が
ず
っ

と
教
師
を
し
て
い
ま
し
た
。
私
も

御
船
小
学
校
か
ら
市
内
の
藤
園
中

学－

熊
本
高
校－

青
山
学
院
に
進

み
中
学
教
員
の
免
許
を
と
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
も
母
の
影
響
で
し
ょ

う
ね
。
最
初
、
臨
採
で
七
瀧
に
い

た
頃
、
家
が
火
事
で
焼
け
て
し
ま

い
現
在
の
江
津
に
移
り
住
み
ま
し

た
。
最
初
は
埋
め
立
て
地
で
泥
の

下
は
ゴ
ミ
の
山
、
く
さ
か
っ
た
で

す
ね
。

○

海
外
勤
務
の
御
経
験
も

河
部

30
歳
の
時
、
熊
本
県
か
ら

の
派
遣
で
オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
の
日
本
人
学
校
に
三
年
程

勤
務
し
ま
し
た
。
小
・
中
併
設
で

小
学
生
100
人
、
中
学
生
40
人
ほ
ど

で
し
た
が
、
な
に
せ
異
動
が
激
し

い
。
特
に
中
学
生
に
対
し
て
は
、

日
本
の
高
校
へ
の
進
路
指
導
の
よ

う
な
も
の
で
し
た
ね
。
で
も
他
の

人
が
あ
ま
り
経
験
で
き
な
い
こ
と

を
さ
せ
て
頂
き
見
聞
を
広
め
る
に

は
す
ご
く
有
難
か
っ
た
で
す
ね
。

○

今
の
子
供
た
ち
に
言
い
た
い

こ
と
は

河
部

現
代
っ
子
は
物
が
豊
か
に

な
っ
た
分
、
我
慢
力
が
乏
し
く
な
っ

た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
安
直
に

回
答
を
欲
し
が
り
、
考
え
る
こ
と
、

堪
え
る
子
が
少
な
く
な
っ
た
感
じ

が
し
ま
す
。
世
の
中
の
価
値
観
も

変
っ
た
け
れ
ど
も
、
も
う
い
ち
ど

教
育
の
原
点
に
帰
る
必
要
が
あ
る

気
も
し
ま
す
ね
。

○

座
右
の
銘
は

河
部

｢
職
場
は
明
る
く
職
務
は

き
び
し
く｣

で
す
ね
。
私
が
教
員

生
活
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
や
っ
て

き
た
こ
と
で
す
。
そ
う
努
め
る
こ

と
が
、
子
供
た
ち
の
持
っ
て
い
る

力
を
伸
ば
す
原
動
力
に
な
る
と
思

い
ま
す
よ
。

御
船
昭
和
保
育
園
の
同
級
生
だ
っ

た
聖
子
夫
人
と
の
間
に
息
子
と
娘
。

お
二
人
の
出
会
い
は
保
育
園
を
出

て
20
数
年
振
り
の
ク
ラ
ス
会
。

｢

あ
ら
あ
、よ
う
二
人
で
お
遊
戯
し

た
よ
ね
―｣

と
忘
れ
て
い
た
こ
と

を
思
い
出
さ
れ
て
以
来
結
婚
ま
で
。

現
在
は
江
津
町
に
御
両
親
と
隣
同

士
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
と
の
こ
と
。

昭
和
29
年
１
月
30
日
。
御
船
の
産
。

嘉島西小学校長 河部俊一先生 嘉島東小学校長 中野浩幸先生
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○
教
師
を
志
し
た
の
は

岩
永

父
は
公
務
員
で
し
た
が
、

嘉
島
中
学
３
年
の
時
で
し
た
。
当

時
の
担
任
の
先
生
が

｢

君
は
性
格

的
に
教
師
と
し
て
必
要
な
も
の
を

身
に
つ
け
て
い
る
な｣

と
言
わ
れ

て
、
そ
れ
以
来
自
己
暗
示
に
か
か
っ

て
教
師
の
道
を
ま
っ
し
ぐ
ら
で
す

ね
。
大
島
小
学
校
が
嘉
島
西
部
小

学
校

(

現
在
の
嘉
島
西
小
学
校)

と
名
前
を
変
え
た
時
に
、
教
師
生

活
第
一
歩
を
踏
み
だ
し
ま
し
た
。

○
長
い
教
師
生
活
の
中
で
、
思
い

出
は
山
程
あ
る
で
し
ょ
う
ね
。

岩
永

思
い
出
は
尽
き
ま
せ
ん
ね
。

し
か
し
、
同
窓
会
な
ど
で
教
え
子

の
口
か
ら
生
徒
時
代
に
体
験
し
た

こ
と
が
話
題
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
自
分
が
忘
れ
て
い
た
こ

と
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
す
ね
。

良
き
に
つ
け
悪
し
き
に
つ
け
教
師

冥
利
の
一
つ
で
し
ょ
う
ね
。

○
子
ど
も
の
世
界
も
大
き
く
変
り

ま
し
た
ね

岩
永

今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
一

般
的
に
先
輩
や
大
人
に
対
す
る
敬

意
が
少
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

社
会
的
に
も
教
育
マ
マ
は
多
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
情
操
教
育
の
点
で

は
稀
薄
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
大

人
社
会
の
影
響
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
教
師
の
指
導
が
通
じ
な
い
場

面
が
多
す
ぎ
ま
す
ね
。

○
幼
稚
園
の
園
長
さ
ん
は
初
め
て

で
す
ね
。

岩
永

私
に
も
孫
が
一
人
い
る
の

で
、
園
児
み
ん
な
が
可
愛
い
で
す

ね
。
た
だ
孫
は
東
京
に
い
る
の
で

時
た
ま
し
か
会
え
ま
せ
ん
が
。
子

供
は
大
人
社
会
を
正
直
に
反
映
し

ま
す
。
純
粋
な
子
ど
も
の
心
を
大

切
に
し
た
い
で
す
ね
。

○
生
活
信
条
は
何
で
す
か

岩
永

｢

初
心
忘
る
べ
か
ら
ず｣

で

す
ね
。
と
も
す
れ
ば
多
忙
を
理
由

に

｢

ま
、
い
い
か｣

と
妥
協
し
が

ち
に
な
り
ま
す
が
、
私
が
初
め
て

教
師
と
し
て
の
辞
令
を
頂
い
た
時

の
気
持
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
よ
う

に
、
今
で
も
そ
の
最
初
の
辞
令
を

机
の
引
き
出
し
を
あ
け
れ
ば
、
す

ぐ
見
え
る
一
番
上
に
置
い
て
い
ま

す
よ
。
何
よ
り
の
発
奮
剤
で
す
ね
。

昭
和
24
年
１
月
７
日
、
上
島
で

公
務
員
の
家
に
生
ま
れ
る
。
熊
本

大
学
卒
業
後
、
矢
部
白
糸
第
一
小

学
校
を
振
り
出
し
に
上
益
城
郡
内

の
中
学
校
に
勤
務
、
白
糸
第
三
小

学
校
で
教
頭
に
、
白
糸
第
二
小
学

校
で
校
長
に
就
任
、
七
滝
小
、
高

木
小
の
校
長
を
勤
め
て
今
春
退
任
。

89
歳
に
な
ら
れ
る
御
母
堂
、
洋

子
夫
人
と
の
間
に
お
嬢
さ
ん
２
人
、

お
孫
さ
ん
も
。
親
爺
様
が
次
人
さ

ん
、
次つ
ぎ

を
啓ひ
ら

け
と
付
け
ら
れ
た
お

名
前
と
の
由
、
園
児
た
ち
を
見
る

や
さ
し
い
眼
が
印
象
的
。

○
精
力
的
な
活
動
で
す
ね

中
島

５
人
の
男
兄
弟
の
長
男
だ
っ

た
せ
い
で
し
ょ
う
か
、
じ
っ
と
し

て
お
ら
れ
な
い
性
質
で
、
体
が
先

に
動
き
だ
す
の
で
し
ょ
う
ね
。
商

大
の
三
期
生
で
山
一
証
券
に
勤
め

ま
し
た
が
38
歳
の
時
に
退
社
し
て

帰
り
、
メ
ッ
キ
工
場
を
作
り
ま
し

た
。
従
業
員
も
100
人
程
で
、
三
菱
、

Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
下
請
け
で
ホ
テ
ル
の
ス

プ
ー
ン
等
を
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
も
25
年
や
っ
て
2000
年
に
止
め

ま
し
た
。
こ
う
と
決
め
た
ら
即
断

即
決
で
す
。
50
歳
か
ら
民
生
委
員

を
３
期
勤
め
、
区
長
も
１
期
、
兎

に
角
、
考
え
る
よ
り
体
が
先
に
動

き
出
す
損
な
性
格
で
す
ね
。

○
と
い
う
こ
と
は
必
然
的
に
趣
味

も
多
彩
と
い
う
こ
と
に
な
る

中
島

面
白
そ
う
だ
と
思
っ
た
ら

す
ぐ
ち
ょ
っ
か
い
を
出
し
ま
す
。

カ
メ
ラ
、
木
彫
、
ア
マ
無
線
、
そ

れ
と
面
白
い
の
が
南
京
玉
す
だ
れ
。

60
歳
の
時
か
ら
始
め
た
パ
ソ
コ
ン

も
今
は
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン

教
室
の
先
生
で
、
シ
ニ
ア
情
報
生

活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
し
て
い
ま
す
。

○
高
齢
化
社
会
が
現
実
の
も
の
と

な
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
組
織
化

が
課
題
で
す
が

中
島

団
塊
の
世
代
が
現
場
を
離

れ
て
数
は
多
く
な
り
ま
す
が
、
彼

ら
は
競
走
社
会
で
生
き
て
き
て
卒

業
後
は
静
か
に
自
分
だ
け
の
生
活

を
し
た
い
の
で
、
老
人
会
に
は
入

り
た
く
な
い
と
い
う
人
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
入
会
の
勧
誘
は
し
て

い
ま
す
が
。
た
だ
旅
行
だ
け
は
参

加
さ
れ
ま
す
ね
。
マ
イ
ペ
ー
ス
生

活
を
心
得
て
い
ま
す
よ
。

○
と
い
う
こ
と
は
老
人
ク
ラ
ブ
の

運
営
も
気
を
使
い
ま
す
ね

中
島

平
成
14
年
に
三
郎
無
田
の

会
長
を
し
て
15
年
か
ら
嘉
島
町
老

人
ク
ラ
ブ
の
事
務
局
長
を
し
て
い

ま
し
た
。
今
度
連
合
会
長
を
仰
せ

つ
か
り
ま
し
た
が
、健
康
、友
愛
、奉

仕
と
い
う
運
動
の
三
本
柱
を
軸
に

積
極
性
を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

○
高
齢
者
の
生
き
が
い
を
高
め
る

推
進
役
と
し
て
は
大
変
で
す
ね

中
島

そ
れ
が
生
き
甲
斐
で
す
ね
。

美
化
活
動
、
健
康
づ
く
り
、
地
域

文
化
の
向
上
、
世
代
間
交
流
な
ど

や
り
た
い
こ
と
、
や
ら
ね
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

幸
い
健
康
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
の

で
頑
張
り
ま
す
よ
。

話
し
て
い
る
間
も
絶
え
な
い
笑

顔
。
24
歳
で
結
婚
し
た
一
つ
ち
が

い
の
由
美
夫
人
と
の
間
に
一
男
一

女
、
御
子
息
は
奈
良
先
端
科
学
大

学
院
教
授
で
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
研
究
の

第
一
人
者
。
来
年
は
金
婚
式
で
す

よ
と
に
や
り
。｢

毎
日
江
津
湖
周

辺
を
90
分
は
歩
き
ま
す
。
あ
と
の

一
杯
が｣

と
楽
し
そ
う
。
昭
和
12

年
11
月
13
日
生
。

町の老人の星 中島敬也会長 嘉島幼稚園長 岩永啓二先生
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｢

安
全
・
安
心｣

を
標
榜
す
る

わ
が
町
の
要
と
な
る
嘉
島
町
消
防

団
の
新
陣
容
が
決
ま
り
、
４
月
15

日
、
辞
令
交
付
式
及
び
第
１
回
幹

部
会
が
役
場
会
議
室
で
開
か
れ
ま

し
た
。
冒
頭
、
東
日
本
大
震
災
の

犠
牲
者
に
対
す
る
黙
祷
を
捧
げ
た

あ
と
議
事
に
入
り
、
荒
木
町
長
か

ら
金
澤
清
二
団
長
に
辞
令
が
渡
さ

れ
、
金
澤
団
長
か
ら
榮
・
佐
藤
の

両
副
団
長
へ
、
副
団
長
か
ら
４
人

の
分
団
長
、
13
人
の
新
部
長
に
辞

令
が
手
渡
さ
れ
て
新
し
い
嘉
島
町

消
防
団
の
態
勢
が
整
い
ま
し
た
。

辞
令
交
付
の
後
、
増
本
上
益
城
消

防
本
部
署
長
が
第
１
陣
９
名
、
第

２
陣
102
名
の
被
災
地
へ
の
緊
急
消

防
援
助
隊
派
遣
に
関
し
て
の
生
々

し
い
報
告
を
行
い

｢

想
像
を
絶
す

る
光
景
で
、
災
害
に
対
し
て
正
し

い
認
識
を
持
つ
こ
と
が
必
要
だ｣

に
大
き
く
う
な
づ
い
て
い
ま
し
た
。

新
陣
容
の
嘉
島
町
消
防
団
、
現

在
員
359
名
を
率
い
る
幹
部
の
精
鋭

で
す
。

新
部
長
の
皆
さ
ん

(

敬
称
略)

第
１
分
団
第
１
部

池
上

寿
浩

第
２
部

蜂
屋

綾
一

第
３
部

齊
藤

真
史

第
２
分
団
第
１
部

牛
嶋

寿
男

第
２
部

宮
本

大
輔

第
３
部

小
林

智
一

第
３
分
団
第
１
部

鍋
田

和
宏

第
２
部

木
村

裕
也

第
３
部

上
野

裕
之

第
４
分
団
第
１
部

宮
邉

剛

第
２
部

平
山

博
康

第
３
部

松
本

浩
幸

第
４
部

石
本

弘
治

第４分団長

本田 恵司 鍬田 洋二 大森 智喜 山田 章史 佐藤 光正 榮 光男 金澤 清二
第３分団長 第２分団長 第１分団長 副団長 副団長 団長

町長から金澤新団長に

勢勢揃揃いいししたた新新部部長長のの皆皆ささんん

県では､ ６月までの第２日曜日に特定テーマごとの日曜日労働相談を実施します｡
・５月８日(日) 未払い賃金 (未払い残業代など) について
・６月12日(日) 解雇､ 退職勧奨・退職､ 退職金について
・相談時間帯は午後１時～午後４時まで
・相談方法は来所､ 電話
◆場所・問い合わせ先 くまもと県民交流館パレア しごと相談・支援センター

利用時間：毎日９時～19時 (月１回程度の休館日を除く)
労働相談電話：����－����

(敬称略)

嘉
島
町
消
防
団
の

新
陣
容
で
す

特定テーマごとの日曜日労働相談のお知らせです
��������������������������������

団長から指先までピンと気合の入った新部長に
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区
民
待
望
の
犬
渕
公
園
の
開
園

式
が
、
４
月
17
日
、
午
前
10
時
半

か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
公
園

は
２
９
４
１
㎡
で
、
犬
渕
の
住
宅

地
北
側
に
設
け
ら
れ
、
開
園
を
喜

ぶ
区
民
や
お
隣
り
の
下
仲
間
か
ら

約
100
人
の
人
が
お
祝
い
に
か
け
つ

け
ま
し
た
。
荒
木
町
長
と
吉
田
区

長
が
公
園
誕
生
の
お
祝
い
と
喜
び

の
言
葉
を
述
べ
た
あ
と
、
町
長
、

区
長
、
栗
崎
老
人
会
長
が
揃
っ
て

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
始
球
式
、

そ
の
後
、
こ
の
開
園
を
機
に
発
足

し
た
犬
渕
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛

好
会
と
下
仲
間
区
の
愛
好
者
が
一

緒
に
な
っ
て
、
暖
い
春
の
日
射
し

の
下
で
楽
し
い
ゲ
ー
ム
を
繰
り
ひ

ろ
げ
ま
し
た
。
こ
の
犬
渕
公
園
の

完
成
で
要
望
の
あ
っ
た
全
集
落
の

公
園
設
置
が
完
了
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
の
高
齢
者
・
婦
人

合
同
学
級
の
開
級
式
と
講
演
が
４

月
20
日
役
場
会
議
室
で
開
か
れ
、

熱
心
な
73
人
の
学
級
生
が
今
年
度

も
当
初
か
ら
そ
の
意
欲
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。
六
嘉
教
育
長
の
開
級

挨
拶
の
あ
と
、
金
融
広
報
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
金
澤
裕
子
さ
ん
の
講
演

｢

高
齢
者
を
ね
ら
う
悪
質
商
法
・

あ
な
た
の
虎
の
子
が
危
な
い
！｣

に
入
り
ま
し
た
。
金
澤
先
生
は
冒

頭

｢

退
職
後
の
生
活
設
計
に
つ
い

て
、
い
か
に
健
康
で
長
生
き
す
る

か
を
工
夫
す
る
こ
と
。
生
活
範
囲

が
狭
ま
っ
た
中
で
も
楽
し
も
う｣

と
述
べ
た
あ
と
、｢

70
歳
代
の
方

が
悪
質
商
法
の
ト
ラ
ブ
ル
に
一
番

遭
わ
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
だ
け

に
…
今
買
っ
た
ら
…
な
ど
の
誘
惑

に
騙
さ
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

下
さ
い｣

と
の
呼
び
か
け
に
大
き

く
う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。

犬
渕
公
園
完
成
！

区
民
総
出
の
開
園
式

揃いぶみの始球式 ��������高齢者･婦人合
同
学
級
開
級
式
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熊
本
県
が
呼
び
か
け
、
東
日

本
大
震
災
の
被
害
者
を
支
援
す

る
た
め
、
県
民
の
方
々
か
ら
御

提
供
い
た
だ
い
た
支
援
物
資
を

被
災
地
に
届
け
る
た
め
の
仕
分

け
作
業
が
、
４
月
16
日
、
県
消

防
学
校
内
の
支
援
物
資
集
配
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
は
菊
陽
町
、
西
原
村
、
益

城
町
、
御
船
町
、
嘉
島
町
か
ら

総
勢
90
名
余
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
集
り
、
朝
９
時
か
ら
６
班
に

分
か
れ
て
上
着
、
下
着
を
男
女

別
、
サ
イ
ズ
別
に
細
か
く
仕
分

け
し
、
段
ボ
ー
ル
箱
に
詰
め
る

作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
中

に
は
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え

た
衣
類
も
あ
り
、
県
民
の
皆
さ

ん
の
温
い
心
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の

手
際
の
よ
い
流
れ
作
業
で
、
午

後
３
時
頃
に
は
、
約
640
箱
に
収

め
ら
れ
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
積
み
込

み
作
業
も
終
り
、
全
員
に
見
送

ら
れ
て
宮
城
県
の
南
三
陸
町
に

向
け
て
出
発
し
て
行
き
ま
し
た
。

被
災
者
の
方
々
へ
一
刻
も
早
く

物
資
が
届
く
よ
う
嘉
島
町
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
か
ら
参

加
さ
れ
た
14
名
の
方
々
の
思
い

を
込
め
て
、
18
日(

月)

に
は
現

地
に
到
着
し
ま
し
た
。

宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮城城城城城城城城城城城城城県県県県県県県県県県県県県南南南南南南南南南南南南南三三三三三三三三三三三三三陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸町町町町町町町町町町町町町へへへへへへへへへへへへへ
救救救救救救救救救救救救救援援援援援援援援援援援援援物物物物物物物物物物物物物資資資資資資資資資資資資資ををををををををををををを届届届届届届届届届届届届届けけけけけけけけけけけけけるるるるるるるるるるるるる

仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕分分分分分分分分分分分分分けけけけけけけけけけけけけ作作作作作作作作作作作作作業業業業業業業業業業業業業ににににににににににににに
汗汗汗汗汗汗汗汗汗汗汗汗汗ををををををををををををを流流流流流流流流流流流流流しししししししししししししままままままままままままましししししししししししししたたたたたたたたたたたたた

嘉島町社会福祉協議会

�����������������������������������������������

東日本大震災に対する嘉島町の対応については､ 広報かしま４月号に掲載しましたように､ 町議会に
諮り義援金百万円､ 町民の皆様からの義援金76万2565円､ 幼光保育園児による募金活動分36万4231円を
３月29日､ 募金窓口の熊本県に届けました｡
その後､ 総務省から全国知事会､ 全国市長会､ 全国町村会に対し､ 人員派遣協力の要請があり､ 熊本

県としても一体となって支援活動を行うことを決め､ １週間交替の10チームを編成して派遣することに
なりました｡
(わが町からは５名の派遣､ 第１陣として４月21日から１週間 (実動５日)町民課の�田 秀一君が参
加して現地の支援活動に携りました｡ 第２陣として５月11日から建設課の杉本 靖博君が活動していま
す｡)
なお､ 派遣職員の旅費等については､ 派遣自治体の負担となっていますし､ 物的支援についても購入費
用を要しますので､ 適宜､ 予備費補充等の措置をとらせていただきたいと考えています｡ 経済的支援以
外については､ 国で特別交付税の措置を予定しているとのことです｡

地域防災計画の見直しについて
今回の大震災を契機に､ 全国の自治体で地域防災計画の見直しに着手する動きがあります｡ わが町の

地域防災計画も年月が経過し､ また熊本県でも４月６日の知事会見で､ 市町村と協議して見直しを行う
旨の発言があったことからわが町としても尚一層の安全・安心の町を取り入れながら県と協議して､ 地
域防災計画の見直しを検討していきたいと考えます｡

東日本大震災により被害を受けられた方へ 税金関係のお知らせ
大震災により被害を受けられた方は､ 所得税の軽減・免除が受けられ､ 税務署で手続を行うことで所

得税が還付となる場合があります｡ そのほか､ 源泉所得税の徴収猶予や還付､ 廃車となった自動車の自
動車重量税の還付などの特例があります｡
詳しくは､最寄りの税務署にお問合せいただくか､国税庁ホームページをご覧ください｡ www.nta.go.jp
また､ 地方税についても､ 住民税､ 固定資産税､ 自動車税等の特例があります｡ 詳しくは､ 役場税務

課にお問い合わせ下さい｡

あなたの｢ふるさと寄附金｣が被災地支援に
被災地の自治体への寄附金､ 自治体を通じての被災者への義援金は ｢ふるさと寄附金｣ として住民税・

所得税の控除が受けられます｡ 日本赤十字社や中央共同募金会等への義援金も ｢ふるさと寄附金｣ とし
て控除が受けられます｡
詳しくは総務省東日本大震災関連情報ＨＰをご覧ください｡ http://www.soumu.go.jp

�������������� 総務課

税務課
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一
般
廃
棄
物
が
年
々
増
大
す
る

な
か
で
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

生
ご
み
類
を
堆
肥
化
し
廃
棄
物
の

減
量
化
を
推
進
す
る
た
め
、
町
で

は
、
生
ご
み
処
理
容
器
及
び
生
ご

み
処
理
機
の
購
入
者
に
対
し
、
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。(

一

設
置
者
に
対
す
る
補
助
は
、
生
ご

み
処
理
容
器
に
つ
い
て
は
二
台
、

生
ご
み
処
理
機
に
つ
い
て
は
一
台

ま
で)補

助
金
額
は
、
い
ず
れ
も
購
入

価
格
の
二
分
の
一
以
内
の
額
で
三

万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。(

百
円

未
満
切
り
捨
て)

ま
た
、
野
犬
の
繁
殖
増
加
を
防

止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
生
活

の
安
全
を
確
保
し
、
あ
わ
せ
て
公

衆
衛
生
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
飼
い
犬
避
妊
手
術
を

受
け
る
所
有
者
に
対
し
て
も
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

補
助
金
額
は
、
一
頭
に
つ
き
手

術
料
の
二
分
の
一
で
す
。

※
登
録
し
て
い
る
飼
い
犬
に
限
り

ま
す
。

詳
し
く
は

役
場
建
設
課
環
境
係
ま
で

�
２
３
７－

２
６
１
９

建
設
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

町
で
は
家
庭
用
水
の
水
質
検
査

に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
の
井
戸
水
が
飲
料
水
と

し
て
適
し
て
い
る
か
ど
う
か
検
査

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

水
質
検
査
を
さ
れ
る
方
は
、
役

場
の
建
設
課
環
境
係
に
電
話
を
し

て
く
だ
さ
い
。

水
質
検
査
は
、
検
査
業
者
が
訪

問
し
て
採
水
し
、
そ
の
結
果
が
後

日
郵
送
さ
れ
ま
す
。

検
査
費
用
等
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
検
査
費
用

10
項
目

２,
０
０
０
円
程
度

※
項
目
数
等
に
よ
り
費
用
額
が

異
な
り
ま
す

○
後
日
、
町
補
助
金
を
交
付

検
査
費
用
の
２
分
の
１

(

百
円
未
満
切
捨
て)

お
問
い
合
わ
せ
は

�
２
３
７－

２
６
１
９(

直
通)

建
設
課
環
境
係
ま
で

飲
料
水
の
水
質
検
査
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
！

ご
存
知
で
す
か
？

こ
ん
な
補
助
金

台風や地震が起きたらどうする？
災害に備えて日ごろから

非常時の注意を確認しておきましょう 九州電力

Step１ 準備はOK？ 防災グッズ

Step２ 災害が起きたら

おもな防災グッズ (貴重品除く) は以下の通りです｡
我が家で必要な防災グッズを家族で話し合い､ 準備しましょう｡

□ラジオ □懐中電灯・ライター □水 □衣類・軍手 □携帯電話の充電器
□食料 (レトルト､ 缶詰など) □カセットコンロ・ボンベ □ヘルメット (防災ずきん)
□ナイフ □ティッシュ・ウェットティッシュ □薬

リミッター・ブレーカーをOFFに
電気の消し忘れによる火災などを防ぐため､分電盤のリミッター･ブレーカーは必ず切ってから避難しましょう｡
もし､ 切れた電線を見たら？
断線した電線を見つけたら､ 絶対に触らずにお近くの九州電力へご連絡ください｡

台風などの大規模な災害発生時に停電情報をお知らせします｡
▼ケータイから

http://kyuden.jp
▼パソコンから

http://kyuden.co.jp
台風による停電時には､ 電話がつながりにくくなることがあります｡
停電情報は上記の携帯電話サイトやホームページでもご確認いただけます｡

緊急情報をチェック！Step３

Step４ 電気使用を再開するとき
使う前にきちんとチェック 傷ついたコードや高いところから落ちたり､ 水に濡れた電気機器は漏電

ろうでん

のもと｡
電器店でチェックしてもらいましょう｡

電気の使用は最小限に 災害の直後は必要最低限の送電の場合があります｡
電気の使用は必要時のみにするよう､ ご協力をお願いします｡���������������������������������������������������
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本
年
度
初
の
嘱
託
員
会
議
が
４

月
14
日
開
か
れ
、
冒
頭
再
任
の
方

６
人
と
新
任
の

永
瀬

奉
文
さ
ん

(

下
六
嘉)

森
田

孝
男
さ
ん

(

上
島)

に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
荒
木
町
長
は
東
日
本
大
震

災
に
触
れ｢

地
域
の
安
全
・
安
心｣

に
直
結
す
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

役
割
は
大
変
で
し
ょ
う
が
宜
敷
く

と
挨
拶
し
て
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

平
成
23
年
籾
種
子
消
毒
、
播
種

期
日
の
決
定
及
び
田
植
え
水
取
り

田
植
え
期
日
、
平
成
23
年
度
区
土

木
工
事
及
び
里
道
舗
装
工
事
の
施

行
申
請
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
に

つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

４
月
14
日
、
上
・
下
益
城
郡
内

５
町
の
役
場
で
、
併
任
職
員
35
名

の
各
町
代
表
11
名
に
各
町
長
か
ら

併
任
徴
収
の
辞
令
交
付
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

平
成
23
年
度
は
昨
年
に
引
き
続

き
、
収
納
率
の
向
上
と
滞
納
整
理

強
化
を
図
る
た
め
、
上
・
下
益
城

郡
内
５
町(

嘉
島
・
益
城
・
御
船
・

甲
佐
・
美
里)

で
併
任
徴
収
を
行

い
ま
す
。
ま
た
上
益
城
地
域
振
興

局
か
ら
も
職
員
を
派
遣
し
、
県
・

町
合
同
で
併
任
徴
収
に
取
り
組
み

ま
す
。
昨
年
同
様
滞
納
整
理
を
強

化
し
、
税
の
公
平
性
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
平
等
性
保
持
の
た
め
、
公

生
適
正
な
収
納
に
努
め
ま
す
の
で
、

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

町では､ 情報公開条例及び個人情報保護条例を平成14年４月１日から施行し､ その運用を毎年度公表す

ることとしています｡

平成22年度の運用状況は､ 次のとおりです｡

１ 情報公開条例

○町長､ 議会､ 教育委員会､ 選挙管理委員会､ 監査委員､ 農業委員会及び固定資産評価審査委員会に対

する開示請求はありませんでした｡

２ 個人情報保護条例

※ ｢口頭による個人情報開示請求｣ とは､ 実施機関があらかじめ定めた個人情報について､ 口頭に

よる開示請求を認めるもので､ 現在､ 町職員の採用試験が定められています｡

○町長､ 議会､ 教育委員会､ 選挙管理委員会､ 監査委員､ 農業委員会及び固定資産評価審査委員会に対

する個人情報の開示請求 (口頭による開示請求を除く｡) 訂正請求及び是正の申出はありませんでし

た｡ また､ 個人情報の開示請求及び訂正請求に対する不服申立てもありませんでした｡

�����������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������

区 分 実施機関 試験等の名称 開示件数

口 頭 に よ る
個人情報開示請求

町長 嘉島町職員 (一般事務) 採用試験 ３

計 ３

情報公開条例・個人情報保護条例の運用状況

企画情報課

新
嘱
託
員
に
委
嘱
状
交
付

嘱
託
員
会
議

上上
・・
下下
益益
城城
郡郡
内内

５５
町町
併併
任任
徴徴
収収
辞辞
令令
がが

交交
付付
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。

上上
・・
下下
益益
城城
郡郡
内内

５５
町町
併併
任任
徴徴
収収
辞辞
令令
がが

交交
付付
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。
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清冽なる地で育まれた特産の大豆をふんだんに使用した､ 珍しい大豆焼酎 ｢嘉島｣｡
大豆の旨みと甘味がほのかに漂い､ やわらかな口当たりに仕上がっています｡
晩酌には､ 風味を損なわないようロックがおすすめ｡ また､ 大豆焼酎という珍し

さと､ 地域限定販売の希少さから､ ご贈答用にも喜ばれています｡
醸造元は ｢堤酒造 (あさぎり町)｣｡ 720ml､ １本1,300円､ アルコール分25度｡
取扱店は下記のとおりです｡

店 名 住 所 電話番号

木柑子商店 嘉島町下六嘉���� ���－���－����
田中酒店 〃 下六嘉���� ���－���－����
ローソン熊本嘉島六嘉店 〃 下六嘉���� ���－���－����
前田商店 〃 下六嘉����－� ���－���－����
ココストア秋津レークタウン店 〃 下六嘉����－� ���－���－����
デイリーヤマザキ御船インター店 〃 上六嘉��－� ���－���－����
ファミリーマート嘉島上島店 〃 上島���－�� ���－���－����
ココストア嘉島上島店 〃 上島���－� ���－���－����
ジャスコクレア熊本店 〃 上島���� ���－���－����
永田酒店 〃 鯰���� ���－���－����
ＨＩヒロセ嘉島店酒部 〃 鯰����－� ���－���－����
セブンイレブン上益城嘉島町店 〃 鯰����－� ���－���－����
鮮ど市場嘉島店 〃 鯰����－� ���－���－����
セブンイレブン嘉島バイパス店 〃 上島����－� ���－���－����

�������������������������������
無料登記相談所開設

熊本地方法務局による無料の登記相談所が開設されます｡
当日は､ 土地・建物等の売買・贈与・相続等の登記に関する相談について熊本地方法務局職員が対応し

ますので､ お気軽にご相談下さい｡
日 時 平成23年５月12日(木) 10：00～16：00まで(ただし､ 12：00から13：00までは除きます｡)
場 所 御船町役場第一会議室
問合先 熊本地方法務局総務課庶務係� ���－���� (代表)

毎年６月１日は ｢人権擁護委員の日｣ です｡
本年もこの日を中心として人権尊重思想の啓発活動が全国的に展開されます｡
嘉島町でも次のとおり特設人権相談所を開設します｡

日 時 平成23年５月27日(金) 午前10時～午後３時まで
場 所 嘉島町福祉センター会議室
相 談 員 嘉島町長から推薦されて､ 法務大臣が委嘱した次の人権擁護委員

服部 秀月氏
福本 美敏氏
飯田 鋭之氏

相談内容 家庭内の問題､ 相隣関係､ 相続・遺言の問題､ 金銭問題､ 人権問題､ その他いろいろな悩
みごとや心配ごと｡

相談は無料で､ 秘密は固く守られます｡

�����������
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人
権
問
題
の

正
し
い
理
解
の
た
め
に

[その230]

暮
ら
し
と
人
権
シ
リ
ー
ズ
⑧

｢

ハ
ン
セ
ン
病
を
め
ぐ
る
人
権｣

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
起
き
て
い
ま

す
。
で
も
、
そ
れ
ら
は
、｢
人
権｣

と
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
の
か
を
、

｢

あ
る
日
の
出
来
事｣

を
通
し
て
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
長
い
間
隔
離
さ
れ
、

差
別
さ
れ
た
人
々
の
苦
し
み

[

あ
る
日
の
出
来
事]

『

テ
レ
ビ
を
見
て
い
て』

こ
の
前
、
テ
レ
ビ
で
ハ
ン
セ
ン

病
に
つ
い
て
の
番
組
が
放
送
さ
れ

て
い
た
。
僕
は
そ
こ
で
、
ハ
ン
セ

ン
病
と
い
う
病
気
を
理
由
に
、
た

く
さ
ん
の
人
た
ち
が
無
理
や
り
療

養
所
に
入
所
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
。
ハ
ン
セ

ン
病
っ
て
そ
ん
な
に
恐
ろ
し
い
病

気
な
の
か
な
。
そ
う
思
っ
て
、
僕

は
お
父
さ
ん
に
聞
い
て
み
た
。

｢

お
父
さ
ん
、
ハ
ン
セ
ン
病
っ

て
人
に
う
つ
り
や
す
い
怖
い
病
気

だ
っ
た
の
？｣
｢

そ
う
じ
ゃ
な
い

ん
だ
。
感
染
力
は
弱
い
し
、
ず
い

ぶ
ん
昔
に
薬
も
で
き
て
い
た
ん
だ

よ
。
で
も
、
一
度
入
所
し
た
患
者

さ
ん
は
、
二
度
と
外
に
で
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
ん
だ
よ
。｣

療
養
所
で
隔
離
さ
れ
る
必
要
は

な
い
病
気
な
の
に
、
家
族
か
ら
引

き
離
さ
れ
て
し
ま
っ
た
人
た
ち
の

気
持
ち
は
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
も

の
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
も
し
僕
が
、

大
好
き
な
人
と
一
緒
に
暮
ら
せ
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…
と
考
え

る
と
と
て
も
悲
し
く
、
つ
ら
い
気

分
に
な
っ
た
。

●
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

国
は
、
明
治
以
降
長
い
間
、
ハ

ン
セ
ン
病
患
者
を
療
養
所
に
強
制

的
隔
離
す
る
な
ど
誤
っ
た
政
策
を

続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は

｢

国
が
法
律
ま
で
つ
く
っ
て
隔
離

す
る
の
だ
か
ら
、
ハ
ン
セ
ン
病
は

感
染
し
や
す
い
怖
い
病
気｣

と
い

う
偏
見
を
助
長
し
、
患
者
だ
け
で

は
な
く
そ
の
家
族
も
結
婚
や
就
職
、

近
所
づ
き
あ
い
を
拒
ま
れ
る
な
ど
、

社
会
か
ら
厳
し
い
差
別
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

家
族
と
一
緒
に
暮
ら
せ
な
い
、

本
名
を
名
乗
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

子
ど
も
を
産
む
こ
と
が
許
さ
れ
な

い
、
と
い
っ
た
患
者
さ
ん
が
長
い

間
強
い
ら
れ
て
き
た
苦
し
み
を
、

皆
さ
ん
は
想
像
で
き
ま
す
か
？

(

熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー
啓
発
資

料
よ
り)

������������������������������������������������������
知っておきたい������

は

｢

ア
ナ
ロ
グ｣

と
い
う
文
字
を

表
示
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
そ
の

表
示
の
あ
る
放
送
は
７
月
24
日
を

過
ぎ
れ
ば
ザ
ァ
ー
ザ
ァ
ー
の〝

砂

嵐〟

画
面
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

○
地
デ
ジ
の
準
備
と
費
用

地
デ
ジ
の
準
備
の
最
初
は
ア
ン

テ
ナ
で
す
。
地
デ
ジ
は
Ｕ
Ｈ
Ｆ
電

波
で
放
送
さ
れ
て
い
る
た
め
Ｕ
Ｈ

Ｆ
ア
ン
テ
ナ
が
あ
る
場
合
に
は
通

常
そ
の
ま
ま
で
大
丈
夫
で
す
。

次
に
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対

応
テ
レ
ビ
。
新
た
に
テ
レ
ビ
を
買

わ
ず
に
、
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ

ビ
を
使
い
続
け
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
そ
の
場
合
は
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー

ナ
ー

(

約
２
万
円
〜)

ま
た
は
デ

ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵
録
画
機

器

(

約
５
万
〜
30
万)

を
取
り
付

○
画
面
の

｢

ア
ナ
ロ
グ｣

表
示
っ

て
ど
ん
な
意
味
？

現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送

は
今
年
の
７
月
24
日
ま
で
に
放
送

を
停
止
し
、
そ
れ
以
降
は
デ
ジ
タ

ル
放
送
の
み
と
な
り
ま
す
。
そ
れ

ま
で
に〝

地
デ
ジ〟

の
準
備
を
し

な
い
と
テ
レ
ビ
放
送
そ
の
も
の
が

見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

今
見
て
い
る
放
送
が
デ
ジ
タ
ル

な
の
か
ア
ナ
ロ
グ
な
の
か
、
視
聴

者
自
身
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
、

'08
年
７
月
24
日
以
降
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
す

る
と
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
も
地
デ

ジ
を
見
て
い
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
見
て
も

｢

ア
ナ
ロ
グ｣

表
示
は
出
ま
せ
ん
。
ア
ナ
ロ
グ
放

送
が
停
止
さ
れ
て
も
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
テ
レ
ビ
放
送
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
テ
レ
ビ
も
チ
ュ
ー
ナ
ー

も
機
種
に
よ
っ
て
機
能
・
画
質
な

ど
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
電
気
店

な
ど
で
相
談
の
う
え
、
利
用
目
的

に
あ
っ
た
機
種
を
選
ぶ
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
地
デ
ジ
は
有
料
で

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
し
て
も

見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
会
社
に

よ
っ
て
条
件
な
ど
が
異
な
り
ま
す

の
で
必
ず
事
前
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

������������������������������������������������
ポリスインフォメーション

地
デ
ジ
に

備
え
る

く
ら
し
の
中
の
Ｉ
Ｔ

���������
｢明るく､強く､健やかに｣�����������
御船警察署道場(興武館)では､ 柔道を通じて､
心身を鍛練し､ 礼節を学び､ 他人を思いやる心
をもった少年を育てることを目的に署員による
柔道の指導を行っています｡
只今､ 平成23年度の練習生を募集しています｡
興武館では､ 多くの皆さんを待っています！

募集人員 20名程度
募集資格 御船町・嘉島町・益城町・

甲佐町に住む小学生

問い合わせ先

御船警察署生活安全係�282-1110
(内線261～264)
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｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題のののののののののののののののののののののの解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決ををををををををををををををををををををををめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざししししししししししししししししししししししてててててててててててててててててててててて｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣�. 歴史的な背景
① 明治４(1871)年の ｢解放令｣により江戸時代の身分制度は廃止されたものの､
国による生活の保障や差別をなくすための具体的施策がなかったこと｡
② 明治５(1872)年､ 全国規模でつくられた戸籍 (壬申戸籍) に､ 特定の人々を
新たな差別的呼称で記載し､ 昭和43(1968)年に国が禁止するまで､ その戸籍を
閲覧することができ､ 差別につながっていたこと｡�. 社会的な背景
①日本社会のひとつの特徴として､ 伝統的な ｢イエ｣ 意識や家柄､ 格式を重んじ
るなどの封建的な考え方が残っていること｡
②人々の意識の中に ｢周りがそうするから｣ といった世間体を気にしたり､ 六曜
といった迷信などの非合理的な偏見を無批判に受け入れてしまったりする風潮
が根強く残っていること｡
③自分には関係ない､ あえて関わろうとしないなど無関心の風潮があること｡�. 差別する人の存在
いかなる歴史的・社会的な背景があるにせよ､ 差別を容認することはできませ
ん｡ 端的に言えば､ 差別をする人の存在がいつまでも同和問題を残しているので
す｡ このことは､ 同和問題に限らず､ すべての人権問題に共通していることです｡
人権問題は ｢差別をされる側｣ の問題ではなく､ ｢差別する側｣ の問題であり､
その中には､ 自分には関係ないといった無関心であることも含まれます｡ なぜな
ら､ 無関心は結果的に差別の存在を許してしまうことになるからです｡

なぜ差別が残されたのですか？Ｑ2

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
熊本県人権啓発資料より
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５月の納税 ６月の納税

固定資産税 ①期

軽自動車税 全期

納期限日(口座振替日) 平成23年５月31日(火)

…………………………

…………………………

町県民税 ①期
国民健康保険税 ②期
後期高齢者医療保険料 ②期
介護保険料 ②期
納期限日 (口座振替日) 平成23年６月30日 (木)

……………………………
……………………

……………
…………………………

※取扱金融機関…上益城農協､ 肥後銀行､ ゆうちょ銀行､ 熊本ファミリー銀行､ 九州労働金庫､ 熊本第一信用金庫の各店舗｡

※領収は通帳によりご確認下さい｡“納税であなたが築く豊かな郷土”

夜の税務相談

毎月第２・第４水曜日
午後６時～午後８時�月��日･�月�日
町税務課員が対応します｡�237-2639 (直通)

������������������������������ ������������� �
嘉島町ファミリーサポートセンターでは､ 子育て中の方(利用会員)を応援するために､

育児の援助ができる方(協力会員)を募集しています｡ 協力会員(自宅で子供を預かれる､

概ね70歳までの健康な方)は登録制で､ 預かる子どもは生後３か月から小学校６年生まで

です｡

協力会員､ 利用会員になるには､ 会員登録をして､ 講習を受講してください｡ 講習を受

けるには､ 事前に申し込みが必要です｡ (託児(予約制)もあります｡)

活動報酬は利用会員から協力会員に直接支払われます｡

・月曜日～金曜日 午前７時から午後７時まで １時間当たり500円

・土曜日､ 日曜日､ 祝日､ 早朝､ 夜間､ 年末年始 １時間当たり600円

※万一の事故に備え､ 補償保険に加入しています｡

平成23年度第１回講習会は５月25日(水)に嘉島西小学校クラブハウスで実施します｡

申込みはファミリーサポートセンターまで！

(今年度は､ あと１回開催予定です｡)

詳しくは､ 嘉島町ファミリーサポートセンター事務局までお問い合わせ下さい｡�237-5559 (９：00～17：00)

�����������������������

矢矢形形川川・・庄庄嶋嶋橋橋ををははささんんでで
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農地法が改正され､ 今まで農業委員会で定めていた標準小作料が廃止されました｡
そこで､ 改正農地法では標準小作料に変えて実勢価格の賃借料情報の提供をすることになります｡
平成21年１月から12月までに締結 (公告) された賃貸借 (323筆) における賃借料水準 (10a当たり) は

次のとおりとなっていますので､ 農地の状況などに合わせて柔軟に当事者同士で設定してください｡
※ 注意 作物は一般作物 (米・麦・大豆・野菜 (畑) の平均です｡)

今現在､ 農用地利用集積計画 (基盤強化法に基づく小作契約) により ｢標準小作料｣ と記載して契約さ
れているものについては法律施行後の小作料を当事者間で定める必要があります｡

農地の賃借料情報提供について 農 政 課

嘉島町農地賃借料情報 (10a当たり)

地域名 区 別 平均額 最高額 最低額 データ数

嘉島町全域
田 19,798円 28,000円 9,803円 247筆

畑 10,600円 15,000円 9,000円 ８筆

物納分 (水田のみ)

嘉島町全域 田 75㎏ 124㎏ 31㎏ 68筆

※農地の貸借の方法は､ 上記のほか借賃の発生しない 『使用貸借』 の契約もあります｡※

熊本県御船保健所では､ 平成23年度も精神保健福祉相談を行います｡ この相談は熊本県が嘱託する専門
医が､ 広く一般のこころの健康に関する相談を行います｡ 加えて､ 認知症相談､ 思春期相談､ 家庭問題､
ひきこもりや依存症 (アルコール・ギャンブルなど) 等､ 多岐にわたった内容も受け付けており､ 医療機
関の紹介なども行います｡
この相談は原則第２火曜日と第４金曜日の午後１時30分から午後４時まで行っており､ 事前予約が必要

です｡ 相談料は無料です｡ 詳しい日程については下記をご確認ください｡

※原則第２火曜日と第４金曜日 (＊ただし祝日等の関係で変更もあり)
※相談にあたっては､
１. 事前予約が必要です｡
２. 相談時間は午後１時30分から午後４時までです｡

お問い合わせは 熊本県御船保健所 �282-0016
嘉島町役場町民課保健係 �237-2574

平成23年度精神保健福祉相談のお知らせです

平成23年度精神保健福祉相談日程

担当嘱託医師 崎谷 修
(希望ヶ丘病院) 282-1045

松野 修
(益城病院) 286-3611

月 第２火曜 第４金曜
Ｈ23年４月 ４／12 ４／22

５月 ５／10 ５／27
６月 ６／14 ６／24
７月 ７／12 ７／22
８月 ８／９ ８／26
９月 ９／13 ＊９／30
10月 10／11 10／28
11月 11／８ 11／25
12月 12／13 ＊12／16

Ｈ24年１月 １／10 １／27
２月 ２／14 ２／24
３月 ３／13 ３／23
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ビバ! 健康

平成23年度においては下記の方々に対して日本脳炎予防接種を実施します｡ 対象となる方は､

接種されますようお知らせします｡

なお､ 接種の有無は対象者の保護者の判断に委ねられますことを申し添えます｡

【平成23年度の接種対象者】

①３歳児 (平成19年４月２日から平成20年４月１日生まれの者)

②４歳児 (平成18年４月２日から平成19年４月１日生まれの者)

③10歳児 (平成13年４月２日から平成14年４月１日生まれの者)

１. 実施日及び場所について

２. 接種の方法

対象となる方には､ ５月上旬頃に個別に通知していますのでご確認ください｡

３. その他

上記対象者であって､ 平成23年５月１日以降に嘉島町に転入してこられた方のうち接種がま

だお済みでない場合や､ その他ご不明な点等ある場合は､ 下記までご連絡ください｡

予防接種に関するお尋ねは､ 役場の保健師にご連絡ください｡

連絡先：嘉島町役場町民課 �237-2574
嘉島町保健センター �237-2300

日日日本本本脳脳脳炎炎炎予予予防防防接接接種種種ををを実実実施施施しししままますすす

実 施 日 場 所

６月 13日 (月)

嘉島町保健センター

６月 14日 (火)

６月 27日 (月)

６月 28日 (火)

７月 25日 (月)

７月 26日 (火)
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燃焼しやすいからだづくり教室

筋肉をほぐし､ からだのコア(核)となる脊柱(体幹)に近い部分にある大きな筋肉を意識し
て動かすと脂肪が燃えやすくなることに注目し､ より体重を減らしやすい環境をつくること
で､ メタボリックシンドロームや高血糖状態を効果的に解消することを目的とした健康教室
です｡
また､ コアにある筋肉を鍛えると身体のバランスがよくなる効果もあり､ 腰痛の予防にも
つながります｡ ぜひご参加ください｡
１. 対 象 者 嘉島町にお住まいの40歳～74歳までの方で軽い運動が可能な方
２. 日 時 ①平成23年６月１日(水)

②平成23年６月15日(水)
③平成23年６月29日(水)
午後１時半から３時まで(１時間程度の運動です)

３. 場 所 嘉島町福祉センター２階
４. 内 容 コアトレーニング・筋トレ・ストレッチなど
５. 申し込み ５月27日(金)まで

嘉島町役場町民課保健係 �(237)2574まで電話でお申し込みください｡
６. 参加費用 無料です｡
※なお募集人数(20名)となりましたら申込を終了しますのでご了承下さい｡
この教室についてのお問い合わせは

嘉島町役場町民課保健係 � (237) 2574
人事院及び各府省では､ 国家公務員中途採用者選考試験を実施します｡

【受験資格】昭和46年４月２日～昭和57年４月１日生まれの者
【受付期間】平成23年６月21日(火)～28日(火)
【１次選考】平成23年９月４日(日)

◎受験案内等の請求方法
返信用封筒 (角形２号・Ａ４判､ 140円分の切手貼付､ あて先及び ｢中途採用｣ 明記)
を同封した封筒に､ ｢中途採用請求｣ と朱書きし､
下記問い合わせ先へ送付してください｡
※５月９日(月)配布開始

◎問い合わせ先
人事院九州事務局第二課試験係
〒812-0013 福岡市博多区博多駅東2-11-1
ＴＥＬ 096-431-7733
ＦＡＸ 092-475-0565
ＵＲＬ http://www.jinji.go.jp/ (採用情報ナビからお入りください)

｢メタボリックシンドローム・高血糖改善｣
をめざす健康教室のお知らせ

����������������������������������������������������
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子ども手当は
引き続き支給されます

子ども手当は､ 平成23年4月～9月までの 6カ月間
これまでと同じ月額13,000円で

引き続き支給されることになりました｡

●支給金額 子ども１人につき 月額13,000円

●支給対象となる子ども

●支給月

０歳から中学校卒業まで
(０歳から15歳になった後の最初の３月31日まで)

平成23年６月 (平成23年２月分～５月分)

平成23年10月 (平成23年６月分～９月分)

◆次の方は､ 役場への申請手続きが必要です｡
●出生などにより､ 新たに養育する子どもができた方

●既に受給していて､ 出生などにより養育する子どもが増えた方

●既に受給していて､ 他の市町村から引越しをされた方

◆次の方は､ 手続きの必要はありません｡
●既に受給していて､ 支給対象となる子どもの数に変更がない方

◆平成23年６月の現況届の提出は不要です｡
ただし､ 10月に届出・申請などが必要となることがあります｡

詳しくは､ 役場までお問い合わせください｡
※なお､ 厚生労働省では､ 今般の東北地方太平洋沖地震の被災地域においても､ 円滑な支給が行わ
れる必要があると考えており､ 地方自治体とも十分相談しながら対応してまいります｡

��� ����������
嘉島町役場町民課福祉係 � ������������

� � �
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平成22年度において､ 学生納付特例制度により､ 保険料を猶予されて
いた方で､ 平成23年度も引き続き在学予定の方には ｢学生納付特例申請
書 (ハガキ)｣ を平成23年３月末頃に送付しています｡ (在学予定期間が
把握できなかった方等には送付されていません｡)
このハガキには必要事項を記入して送付していただくことにより､

｢平成23年４月～平成24年３月｣ についての学生納付特例申請を行うこ
とができます｡
本年度も学生の方で､ まだ届出がお済みでない方はお早めに申請くだ

さい｡

国民年金学生納付特例の申請はお済みですか？

平成23年度も引き続き ｢学生納付特例制度｣ をご利用の方は
｢学生納付特例申請書(ハガキ)｣の提出を!!

お問い合わせ先 熊本東年金事務所 096-367-2503
嘉島町役場町民課 096-237-2574� � � � � � � � � � � � � �

平成23年度の労働保険年度更新手続きは６月１日から７月11日までです｡
熊本労働局では､ 年度更新に必要な書類を６月１日までに事業主の皆様へ送付することにして

おります｡ 今年度の申告・納付の期間は６月１日から７月11日までとなっており､ 熊本労働局労
働保険徴収室又は最寄りの労働基準監督署､ 若しくは日本銀行歳入代理店の金融機関か郵便局で
申告・納付してください｡
なお､ ６月20日から７月11日にかけて県内各地で集合受付会を開催しますので､ ｢労働保険概

算・確定保険料申告書｣ を作成のうえ､ 集合受付会場にて申告することもできます｡
年度更新手続きを怠りますと､ ｢国｣ で保険料を決定するほか､ 追徴金が課せられることがあ

りますので､ 必ず期限内に申告・納付されますようお願いします｡
また､ 労働保険 (労災保険・雇用保険の総称) は､ 農林水産業の一部を除いて､ 一人でも労働

者を雇用している場合は､ 必ず加入しなければならない制度になっております｡
労働者を雇用している事業主の皆様で､ まだ労働保険の加入手続きを済まされていない場合は､

最寄りの労働基準監督署又はハローワーク (公共職業安定所) にご相談のうえ､ 速やかに加入さ
れますようお願いいたします｡

県では､ 特定テーマごとの日曜日労働相談を実施します｡
来所または電話でご相談ください｡
【６月12日(日)】解雇､ 退職勧奨・退職､ 退職金について
■相談時間帯は午後１時～午後４時まで
■場所・問い合わせ先
くまもと県民交流館パレア しごと相談・支援センター �352-3613
※テーマ以外のご相談もお受けします｡

労働保険年度更新についてのお知らせ

｢年度更新｣ についてのお問い合わせは､
熊本労働局総務部 労働保険徴収室 �211-1702
又は最寄りの労働基準監督署までお願いします｡

特定テーマごとの日曜日労働相談のお知らせ

� � � � � � � � � � � � � �
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★幼光保育園にて園庭開放があります！

☆日時 ５月19日(木) 10：00から11：30まで
☆場所 幼光保育園 本園舎及び第２園舎

園庭開放に参加を希望される方は､ 前日までに保育園
へ予約をし､ 当日は必ず保護者同伴で利用してください｡
なお､ 万が一事故等が発生した場合､ すべて保護者の責
任となりますので､ 十分注意して参加してください｡

詳しくは保育園までお電話下さい｡
幼光保育園 �237-0601

★その他子育てに関するお問い合わせは
町民課福祉係 �237-2576

わわわわわわわわわわわわわわわくくくくくくくくくくくくくくくわわわわわわわわわわわわわわわくくくくくくくくくくくくくくく子子子子子子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育育育育育育ててててててててててててててて情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報

■試 験 期 日 ８月31日(水)
■試 験 会 場 熊本県立大学
■受 験 資 格 中学校卒業程度で､ 飲食店や給食施設などで２年以上の調理業務従事経験のある方
■願 書 配 布 ５月11日(水)から

各保健所､ 県庁健康づくり推進課など
■願 書 受 付 ６月13日(月)から６月17日(金)まで
■提 出 先 熊本市居住者→熊本市保健所､ 熊本市外の県内居住者→県保健所
■問い合わせ先 最寄りの保健所又は県庁健康づくり推進課�333-2252

������������������
県では､ 水俣病被害者の方に対する救済の申請を受け付けています｡ 対象となる方は､
かつて水俣湾又はその周辺の汚染された魚などをたくさん食べた方のうち､ 両手足の先等
に感覚障害をお持ちの方です｡ 救済の対象となった方には､ 水俣病被害者手帳が交付され､
一時金や療養手当､ 医療費の自己負担分などが支給されます｡
詳しくは､ お問い合わせください｡
お問い合わせ先
熊本県環境生活部 水俣病保健課�096-333-2306 (直通)
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この春休み､ 私は友人のタリアと中国に行きました｡ そ
れは本当に素晴らしい経験でした｡ 最初に､ 私たちは北京
に行きました｡ 天壇と頤和園に行き､ 私はそれらが非常に
美しいと思いました｡ 私たちは､ 紫禁域と天安門広場にも
行きました｡ 私は天安門広場の大きさに驚きました｡ その
晩､ 私たちはオリンピック村に行って､ 北京国家体育場
“鳥巣”とウォーターキューブを見ました｡ 翌日は万里の
長城に行き､ それらは非常にみごとな建物でした｡ これは､
常に私の夢で､ とても幸せでした｡ 幸運にも､ 暖かく空は

非常に晴れわたっていて､ 私たちは長い時間をそこで過ご
し多くの写真を撮ることができ､ 素敵な一日でした｡
それから､ 私たちは夜行列車で兵馬俑を見に西安へ行き

ました｡ この場所は非常に有名なので､ 私がそれを見るこ
とができて満足でした｡ 私たちは西安で２日過ごして､ 香
港へ飛びました｡ 香港は､ 中国本土と非常に異なりました｡
私が懐かしいと感じたように､ 多くの英国の影響もそこに
ありました｡ 香港で､ 私たちは数人の友人に会って､ 買い
物に行きました｡ リラックスしたひとときでした｡

春 休 み

��������������������������������� ������
｢

一
ヶ
月
経
っ
て
も
復
興
の
目
途

さ
え
た
た
な
い
想
像
を
絶
す
る
大
災

害
の
東
日
本
一
帯
の
人
々
の
上
に
思

い
を
馳
せ
、
同
じ
日
本
人
と
し
て
平

穏
な
営
み
が
出

来
る
有
難
さ
を

感
じ
て
精
進
し

て
欲
し
い｣

と

六
嘉
教
育
長
の

檄
に
始
ま
っ
た

公
民
館
講
座
開

講
式
が
、
こ
と

し
も
技
倆
の
上

達
に
熱
い
心
を

持
っ
た
受
講
生

の
人
々
が
出
席

し
て
４
月
14
日
、

役
場
会
議
室
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

������������������������公民館講座
開
講
式

講 座 名 講 師 名

書 道 １ 森嶋 耐子

書 道 ２ 岩永アヤ子

華 道 石坂アツ子

編 物 吉川シズ子

コ ー ラ ス 野田 珠己

パッチワーク 牛嶋たけ子

民 謡 金田ツイ子

手 話 田中みさ代

絵 手 紙 岩本 俊子

太 極 拳 川崎 栄子

健 康 体 操
(シルバージャズ)

竹田江津子

太極柔力球 坂井 靖子

講
師
の
先
生
方
が
紹
介
さ
れ
た
あ
と
、

各
講
座
毎
に
別
れ
て
講
座
の
運
営
や

指
導
法
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

The Great Wall of China 万里の長城

(敬称略)
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公民館講座
書道作品から

矢野 峰子さん
(78歳)

(滝河原)
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������������������������������

公
な
る
か
鱗
を
動
か
す
興
福
寺
断
碑

(

王
義
之)

短 歌

九州電力から電気料金の特別措置に関するお知らせです 九州電力株式会社
災害救助法が適用された地域及び隣接する地域で被災されたお客さま､ または東北電力・東京電力
両者の供給区域内で電気の使用制限等の影響を受けているお客さまが､ 地震に起因して当社の供給区
域内の需要場所で需給契約を新たに締結し､ 廃止し､ または変更される申し出があった場合には､ 特
別措置を講ずることが､ ３月31日､ 許可されましたのでお知らせします｡

１ 電気料金の早収料金の適用について
○早収期限を過ぎて電気料金をお支払いになった場合でも､ 遅収料金を適用いたしません｡
(注) 通常､ 早収期限を超過してお支払いいただく場合は､ 早収料金にその３％を加算した遅収料金を申し受

けることとなりますが､ 平成23年３月分から５月分までは､ 遅収料金を適用いたしません｡

２ 電気料金の支払期限の延長について
○平成23年３月分は３か月間､ 平成23年４月分は２か月間､ 平成23年５月分は１か月間､
それぞれの電気料金の支払期限を延伸いたします｡

適用にはお手続きが必要です｡
詳しい内容については､下記の営業所までお問合せください｡

(お問い合せ先) 九州電力株式会社
熊本西営業所�(0120)986-603 熊本東営業所�(0120)986-604 宇城営業所�(0120)986-605

'11 �
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善

意

の

輪

こ
の
た
び
、
左
記
の
方
々
よ
り

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し

｢

地
域
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て

下
さ
い
。｣

と
、
香
典
返
し
に
代

え
て
多
額
の
御
寄
付
を
頂
き
ま
し

た
。御

芳
志
に
添
い
ま
す
よ
う
、
活

用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

記

水
橋
チ
エ
子
様

(

西
村)

亡

昭
三
様

林

玲
子
様

(

犬
渕)

亡

満
博
様

下
田
五
十
鈴
様

(

西
村)

１日 ・町職員辞令交付式及び庁内常会
・町嘱託職員等辞令交付
・嘉島町社会福祉協議会辞令交付式
・熊本県町村会辞令交付式
・熊本県土地改良事業団体連合会辞令交付式
・上益城広域連合職員辞令交付式
・教職員の管内管外転入者辞令交付及び受入式

３日 ・東海大学入学式
・上島生産組合及び農地・水活動組織組合総会

４日 ・熊本県土地改良事業団体連合会理事会
５日 ・熊本県緑化推進委員会来庁応対

・九州電力熊本支店熊本東営業所長来庁応対
・嘉島町進出企業連絡協議会役員会

６日 ・嘉島町交通指導員委嘱状交付式
・上益城広域連合介護認定審査会委員委嘱状交付
式

７日 ・御船警察署交通課長来庁応対
８日 ・上島老人会総会

・熊本県警察本部生活安全部長来庁応対
10日 ・上六嘉区総会

・上島区協議員会総会
11日 ・嘉島東小学校入学式

・嘉島中学校入学式
12日 ・嘉島幼稚園入園式
13日 ・日本赤十字社熊本県支部評議員会

・上益城郡体育協会総会
14日 ・熊本県共同募金会来庁応対

・上益城郡内４町､ 美里町及び上益城地域振興局
併任税務職員辞令交付式
・嘱託員会議

15日 ・熊本県体育協会臨時理事会及び臨時評議員会
・町消防団辞令交付式及び第１回幹部会議

16日 ・高田堰掛土地改良区役員会
17日 ・犬渕公園完成開園式典
18日 ・後期高齢者医療広域連合事務局長来客応対

・木下サーカス終演挨拶来庁応対
・熊本県防犯協会連合会来庁応対
・熊本県農業信用基金協会来庁応対

19日 ・熊本県中小企業家同友会来庁応対
・熊本県共同募金会配分交付式

20日 ・嘉島高齢者相談・地域福祉委員会議
・熊本県交通安全対策会議

22日 ・全国自衛隊父兄会嘉島町支部役員会
・熊本県緑化推進委員会総会
・緑川の日実行委員会

25日 ・嘉島町文化協会理事会及び総代会
26日 ・熊本県共同募金会理事会及び評議員会
27日 ・熊本県知事要望

・熊本県町村会評議員会
・嘉島町体育協会総会

28日 ・学校と家庭の交通安全リーダー証交付式
29日 ・嘉島町地域婦人会総会

・緑川の日2011
30日 ・嘉島町老人クラブ連合会総会

ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
相
談
料
は
、

無
料
で
す
。

◎
次
月
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

５
月
25
日

(

水)

弁
護
士

６
月
22
日

(

水)

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

尚
、
定
員

(

原
則
４
名)

に
な
り
次

第
、
締
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で

御
了
承
下
さ
い
。

◎
相
談
場
所

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

◎
相
談
時
間

午
後
１
時
30
分
よ
り

午
後
３
時
30
分
ま
で

(

１
人
30
分
以
内)

お
問
い
合
わ
せ
、
御
予
約
は
、

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

�
２
３
７
―
２
９
８
１

荒
木
町
長
談

｢
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分｣

か
ら
驚
く
ほ
ど
早
い
ペ
ー
ス
で
ひ

と
月
過
ぎ
ま
し
た
が
、
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
は
今
な
お
震
動
が

反
復
し
、
原
発
問
題
も
加
わ
っ
て

時
の
経
過
は
無
に
等
し
い
感
じ
さ

え
し
ま
す
。
私
ど
も
と
し
て
は
、

県
と
連
携
し
出
来
得
る
限
り
の
協

力
を
惜
し
ま
な
い
態
勢
を
と
っ
て

お
り
、
現
場
の
情
報
か
ら

｢

私
な

ら
ど
う
す
る
か｣

を
考
え
る
こ
と

も
再
三
で
す
。
対
岸
の
火
事
視
は

許
さ
れ
ま
せ
ん
。
月
が
変
り
周
囲

の
風
景
も
夏
ら
し
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
自
然
と
の
つ
き
あ
い
方
を

改
め
て
感
じ
さ
せ
る
日
々
で
す
。

町長の動き
４月の

東小学校入学式で交通安全の帽子を手渡しました

亡

荒
木
ハ
ツ
子
様

田
上

陽
子
様

(

西
村)

亡

ム
ツ
ミ
様

吉
富�
子
様

(

北
甘
木)

亡

昭
保
様

川
上

直
明
様

(

熊
本
市)

亡

ヨ
シ
エ
様

増
永

康
一
様

(

東
京
都)

亡

邦
子
様

清
水

喜�
様

(

下
六
嘉)

亡

シ
ヅ
ヱ
様

金
田

忠
道
様

(

上
六
嘉)

亡

サ
エ
子
様

林
田
貴
代
子
様

(

上
仲
間)

亡

信
明
様

田
上

登
様

(

北
甘
木)

亡

ヤ
ス
エ
様

心
配
ご
と
相
談

一

般

寄

付

吉
富�
子
様

(

北
甘
木)

嘉
島
町
母
子
寡
婦
福
祉
協
議
会
様

平
成
23
年
４
月
19
日
現
在
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４
月
か
ら
広
報
を
担
当
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
50
年
生

れ
の
35
歳
で
す
。
学
生
の
こ
ろ
か

ら
作
文
や
小
論
文
な
ど
書
く
の
が

苦
手
な
私
が
ま
さ
か
広
報
の
担
当

に
な
っ
て
し
ま
う
と
は
。
連
休
も

終
り
、
幼
稚
園
や
学
校
に
通
う
子

ど
も
た
ち
も
新
し
い
生
活
の
リ
ズ

ム
に
な
れ
て
き
た
頃
で
し
ょ
う
。

私
も
子
ど
も
た
ち
に
負
け
な
い
よ

う
メ
タ
ボ
気
味
の
体
に
ム
チ
を
打

ち
な
が
ら
、
カ
メ
ラ
片
手
に
町
内

を
駆
け
回
り
町
民
の
皆
様
に
楽
し

み
に
し
て
頂
け
る
紙
面
づ
く
り
に

努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

(

Ｋ
・
Ｋ)

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー

高田 宗徳さん (91歳)

大正９年７月14日生
(下六嘉)

｢
広
報
か
し
ま｣

は
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

○お元気ですね
これといって健康の秘訣はありませんが､ お天気の時は

１時間ほど散歩しています｡ 車川の横を花や景色を眺めな
がら歩きます｡ 若い時から酒も煙草もやりませんが､ これ
も元気の素の一つでしょうね｡
○趣味は何ですか？
パソコンですね｡ 甥と楽しくメールでのやりとりをして

います｡ それと庭木と花の観賞です｡ 明るい色の花が好き
で特にハナミズキやスオウが気に入っています｡

毎年､ ＧＷの家族旅行を楽しみにしていらっしゃる
とのこと｡ 大好きなスオウの前で優しく微笑んでいらっ
しゃいました｡ この花たちのようにいつまでも明るい
笑顔を｡ お元気で！ (係)

わ

が

家

の

自

信

作

５月15日(日) さかた耳鼻咽喉科医院 �237-4133(嘉島町)
５月22日(日) 榊田外科医院 �282-6363(御船町)
５月29日(日) 藤岡医院 �282-0405(御船町)
６月５日(日) 西村病院 �237-1551(嘉島町)
６月12日(日) 熊本回生会病院 �237-1133(嘉島町)
６月19日(日) 香田整形外科 �237-2811(嘉島町)
６月26日(日) 泰泉堂牟田医院 �282-0216(御船町)

嘉島町の人口動態
平成23年５月１日現在

(前月比)

人 口

男

女

世帯数

8,867 人 (＋38)

4,238 人 (＋25)

4,629 人 (＋13)

3,159 世帯 (＋13)

俺たちは最初から最後まで
クライマックスだぜ!!

ご両親：前田 淳さん・咲紀さん
(下仲間)

平
成
22
年
７
月
19
日
生

浦
田

美
優

(

み
ゆ)

ち
ゃ
ん

元気にすくすく育ってね

ご両親：浦田 久さん・真由美さん
(鯰)

前田 或真 (あるま) くん
平成19年11月24日生
蒼真 (そうま) くん

平成22年６月６日生

休 日 当 番 医

( )
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